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取扱説明書 (要約版) 

 
 

この度はシバタ⼯業の「空気式防舷材」をお求めいただきまして、誠にありがとうございます。 
ご使⽤前に必ず本書をお読みいただき、本製品を正しく安全にご使⽤ください。 

なお、本製品の使⽤⽅法･保管⽅法･メンテナンス･保証などに関しては、別紙「取扱説明書」
に詳細を記載していますので、そちらをご覧下さい。本書および別紙「取扱説明書」は⼤切に本
製品廃棄時まで⼤切に保管してください。 
 
 
 
 
  

弊社の空気式防舷材の使⽤範囲(⽤途、使⽤⽅法、設置場所)を下表に⽰します。 
 

⽤途 船舶接岸係留時および船舶の洋上接舷時の緩衝材 
使⽤⽅法 岸壁または船舶からの係留により⽔⾯に浮かべての使⽤ 
設置場所 港湾、漁港、湖沼、河川、造船所、洋上(港外) 

 

 

 

 
岸壁への設置             洋上接舷 

 
 
 
 
 
  空気式防舷材は、ゴム本体に充填された空気弾性によって船舶の接岸エネルギーを吸収 

する防舷材です。その構造は、気密性を保持する内層ゴム、圧縮時の強度を保持する補強層、
防舷材を保護する外層ゴムの３層から構成されます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

空気式防舷材の使⽤範囲 

空気式防舷材 断⾯構造 

例) チェーンネット式空気式防舷材 

空気式防舷材の構造 



 
 
 

 
●空気式防舷材は、空気漏れやパンク状態で使⽤した際に 

は⼗分な緩衝機能を発揮出来ず、船舶と岸壁が直接接触 
するなど、重⼤な事故につながる危険性があります。 

 
 
●空気式防舷材の内部には圧縮空気が充填されています。 

破裂した際には、周辺の⼈に怪我を負わせる可能性が 
あります。 

 
 

●空気式防舷材の使⽤範囲以外で使⽤しないでください。 

●空気式防舷材の標準反⼒および標準吸収エネルギー内で使⽤してください。 

●空気圧が規定内圧より⾼い場合、破裂の可能性がありますので、使⽤前には規定内圧を超えていない 

か確認してください。規定内圧を超えている場合には別紙「取扱説明書」に⽰す⽅法で規定内圧に 

調整の上、使⽤してください。 

●製品に損傷がある場合、破裂の可能性がありますので、使⽤前 

には別紙「取扱説明書」に⽰す⽅法で、製品に損傷が無い事を 

確認してください。製品に損傷が確認された場合、使⽤を⽌め、 

下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

●あらゆる状況(運搬･移動･係留･接岸･保管など)において、空気式 

防舷材に突起物や段差部などが接触しないようにしてください。 

●定められた取付⽅法･取付位置を守って使⽤してください。 
 
 

●空気式防舷材を使⽤しない状況でも岸壁や船舶との接触で摩耗による損傷が発⽣する危険がありま 

すので、⻑期間船舶が接岸しない場合や台⾵通過時などの荒天時は、陸揚げ保管してください。 

 ●空気が抜けた状態（へこんだ状態）での保管は、⻲裂等の劣化を早める原因となりますのでおこな 

わないでください。 

●保護ネットは消耗品のため、別紙「取扱説明書」に⽰す⽅法で点検して頂き、適宜取り替えて使⽤ 

してください。 

 ●製品の改造および弊社から供給していない部材の取付は、製品が損傷する危険があるのでおこなわな 

いでください。 

●弊社から供給されていない補修⽤品で補修しないでください。 

●別紙「空気式防舷材取扱説明書(詳細版)」の 14 項「補修」に⽰す⽅法以外での補修はおこなわない

でください。 

 
製品に関するお問い合わせ先 

警告 重⼤な事故が起こる原因となります。 

注意 製品が損傷する原因となります。 

危険 重⼤な事故になります。 

空気式防舷材の使⽤上の注意事項 

シバタ⼯業株式会社 東京⽀社 
〒101-0054 
東京都千代⽥区神⽥錦町 3-21 JPR クレスト⽵橋ビル 8F 
TEL：03-3292-3861(代表) FAX：03-3292-3869 
※電話受付時間：⽉〜⾦ 9:00〜17:45(祝祭⽇を除く) 

シバタ⼯業株式会社 神⼾⽀社 
〒650-0023 
神⼾市中央区栄町通 4-1-10 新和ビル 5F 
TEL：078-362-6030(代表) FAX：078-362-6094 
※電話受付時間：⽉〜⾦ 9:00〜17:45(祝祭⽇を除く) 


